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 第 1 章では、ウィスカー形態を有するヘリセン様自己集合ヘリカルポリメタフェニ
レン  (PMP) 誘導体を前駆体とし、巨視的配向カーボンおよびグラファイトウィスカー
を調製した。まず、ポリマー側鎖の安息香酸エステル部位の加水分解反応により、炭
素化前駆体であるカルボキシ基置換 PMP 誘導体を合成した。合成した PMP 誘導体を
800 °C で炭素化したところ、前駆体のランダムに配向したウィスカー形態が保持され
ていることを光学顕微鏡および走査型電子顕微鏡により確認した。さらに、得られた
炭素化物の 2600 °C 処理により、グラファイトウィスカーを調製した。  







 第 2 章では、ポリエチレンジオキシチオフェン  (PEDOT) フィルムを新たな炭素化
基板として利用するヘリカルグラファイトフィルムの調製法を開発した。炭素化前駆
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が有効であった。例えば、力学的に高度に延伸配向したポリアセチレン  (PA) フィル
ムへヨウ素ドーピング処理を施した上で炭素化およびグラファイト化することによ
り、高導電性と良好な力学的性質を併せもつ異方性グラファイトフィルムを高収率で

















ー軸方向に沿った電気伝導度は 102 S/cm と高い数値を示した。次に、本手法を利用し
て作製したカーボン材料の応用展開として、アモルファス構造とポーラスな形態を有
するカーボンフィルムを調製し、そのキャパシタンスをサイクリックボルタンメトリ
ーおよび定電流充放電法により評価したところ、最高で 54.4 F/g と良好な値を示した。 









 最後は結論であり、本論文で得られた成果について要約している。  
（続紙 ２ ） 
 













3. 延伸性 PAフィルムや PMPポリマーウィスカー、およびヘリカル PEDOTフィルムを炭素化
前駆体として用い、形態保持の観点から固相炭素化の優位性を明らかにした。 
 











論文として価値あるものと認める。また、平成 29年 2月 23日、論文内容とそれに関連した事項に
ついて試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認
めた。なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際して
は、（平成 32 年 3 月 31 日までの間）当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすること
を認める。 
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